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保健体育科学習指導案

指導者 小 田 啓 史

日 時 平成25年11月30日（土） 第３校時 （13:15～14:05）

年 組 中学校第３学年２組 計40名（男子20名，女子20名）

場 所 中学校体育館

単 元 バスケットボール ～ゴール前にスペースをつくって攻めよう～

単元について

バスケットボールは全世界で４億６千万人が競技レベル，草の根レベルでプレイを楽しんでいるスポ

ーツである。日本においても，サッカー，野球に次ぐ競技者人口を持つ人気スポーツであり，学校体育

にも浸透しており，男女を問わず教材として扱われることが多い。ゴール型に分類されるバスケットボ

ールは，攻撃チームと防御チームに分かれた２チームが，同一コート内で同時に直接相手と対峙しなが

ら，得点を争うゲームである。攻撃チームが得点するための唯一の方法は，シュートしてそれを成功さ

せることであり，ゲームのおもしろさは，仲間とのコンビネーションプレーを媒介にしたシュートにあ

る。しかし，シュートを成功させることは容易ではない。なぜなら，コート内で攻撃と守備が入り交じ

りながら攻防が展開されることから，個々の技能発揮や意図的なプレイを妨げられるからである。常に

相手との対応関係を意識しながら，ゲーム状況を予測し，状況に適した戦術行動を意思決定し，プレイ

することが求められる。ボールを保持したときには，守備プレイヤーにボールを奪取されないようにキ

ープしながらフリーの味方を見つけてパスをださなければならない。また，ボールを持っていないとき

は，ボール保持者と守備プレイヤーの位置関係を把握しながらパスを受けることのできるスペースへ走

り込んだり，味方がパスを受けるために守備プレイヤーを引きつけるように動いたりしなければならな

い。したがって，学習内容の中核は安定したボール操作と空間を活用したり作り出したりする動きの習

得となる。仲間と連携してボールをキープし，得点を得るために有効な空間へボールを運び，シュート

を決めるゲームが展開できるようになれば，バスケットボールの魅力やゲームにおける攻防のおもしろ

さを味わうことができると考える。また，攻撃が成功したときに，チームで達成感や一体感を味わうこ

とができるであろう。バスケットボールのような状況知覚，判断，意思決定，技能発揮を瞬時に行う球

技の学習はゲームを楽しむプレイヤーとしての質を高めるだけでなく，賢いスポーツ観衆者を育てるこ

とが期待できる。豊かなスポーツライフの実現に向けて，スポーツへのかかわり方を広げる価値のある

教材となりうる。

本学級の生徒は，中学校第１学年時にバスケットボールの授業を経験している。ハーフコートでの３

on３のゲーム（ドリブルなし）を通して，「パスでボールをキープする」「マークされていない味方にパ

スを出す」「ノーマークのときにシュートする」といったボール操作とパスを受けるためのサポートの

動きを学習している。また，バレーボールやティーボールといったこれまでの球技の学習を通して，「ボ

ールを持たないときの動き」の重要性を理解している。しかしながら，これまでの球技の授業ではボー

ル操作に不慣れな生徒が多く，本単元においてもパス，キャッチ，シュートなどゲーム中に安定してボ

ール操作を行ったり，パスかあるいはシュートを適切に選択・発揮することが難しい生徒が多いと推察

する。また，ボールを保持していないとき，刻一刻と変化する状況下で，味方へのサポートの動き，ゴ

ールに向かう動き，スペースをつくる動きを十分習得しているとはいえない。本校では男女共習の授業

を実施しているが，男女が共通の練習場所でも協力して練習したり，よいプレーを称えたりする風土が
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・OFが終わったらDFをする。両方が終わったら，次の ときは積極的にほめることを伝える。また，うまく

人と交代する。 いかなかったときは，コートの外でお互いにどうし

・止まった状態から素早くスペースに動 たらよかを確認するよう促す。

いている。 ○ボールをもっている人に対する DF は，シュートや

・行きたい方向の逆に動いた後，スペー パスをしにくくすることに徹するよう指示する。

スに動いている。 ◆スペースへの動きができているか。【運動の技能】

・声を出したり，ハンドサインを出して ◆ＤＦをふり切ることができているか。【運動の技能】

いる。

●スペースを見ず味方に近づいてしまう。 ○味方に近づいてしまう場合は，ボールとゴールと自

●スピードの強弱がつけられず，ＤＦを 分をマークするＤＦの様子を見るように助言する。

ふり切れない。 ○スピードの強弱をつけることができない生徒には，

●味方同士が重なり渋滞が起こる。 自分をマークするＤＦに近づいて止まった後，動く

ように助言する。

４．メインゲーム(15分）

□ルールの確認，対戦相手，コートを確認 ○ハーフコートからオールコートになると，慌ててし

する。 まって，遠くからシュートしたり，無理なパスが目

□オールコート３対３のゲームを行う。 立つようになる。ゲーム中にチームみんなでめざす

□ペアの動きを観察し，気づきを記録する。 ことは何かを問い，「ゴール下でのシュートをねら

・視点：パスをもらう動き方について うこと」「確認した動き方」を意識できるようにす

る。

◆スペースへの動きができているか。【運動の技能】

◆ＤＦをふり切ることができているか。【運動の技能】

５．ふり返りとまとめ（５分）

□ペアでパスをもらう動き方の気づきを伝 ○自己評価と一致する部分にチェックすることで，自

え合う。 分が気づけていない良さや課題に気づかせたい。

□本時の成果と次時の課題を把握する。 ○確認した動きが発揮できたかを挙手させることで

達成具合を把握するとともに，うまくいった動き を

発表させ全体へ広める。

□グループで協力して，後片付けを行う。 ○巡視しながら，用具の片付けを確認する。
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